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AnessayofLinguistic
Transfer,
T・ Omori,
我々が、外国語を学ぶに当って、多かれ少なかれ母国語の、影響を受け
る。此の場合、 「転移」と云う概念が生ずる。此の概念の定義を少し考え
て見ると、次の様になる。
「Individualstendtotransfertheformsandmeanings,andthe
distribution"offormsandmeanings.oftheirnativelanguageand
culture….①
人は幼少時に、習得した言語と、文化の形式、意味及び両者の分布を、
外国語、及び外国文化にも引移して考えがちである。この事を転移と云
う。」
「Transfermeansthecarryingoverofanactorwayofacting
fromoneperformancetoanother．②
転移とは、或る仕事を遂行するに当ってとられた行為、ないし行為の様
式が、他の仕事の遂行に、引移されることを云う。」
「Transferoftrainingoccurswhenevertheexistenceofapre-
viouslyestablishedhabithasaninfluenceupontheacquisition,
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performane,orrelearniDgofasecondhabit．③
訓練効果の転移は、すでに確立した習慣が第2の習慣の獲得、発現及び
両学習に影響を与えるときに、見られる。」
「Transferreferstotheeffectofaprecedingactivity,upon･the
learningofagiventask．④
転移とは、先行する活動が、所与の仕事の習得に及ぼす影響をさす。」
大体以上の様であるが、主に④のCharlesE・Osgoodの説を中心とし
て、以下考えて見たいと思う。即ち、④にて、 「先行する活動」とは、既
習の母国語。 「所与のil郡」とは、_これから習得する外国語を意味する。
それ故転移の役荊を調べるに先立ち、母国語の習得過程の性格を考えて見
たいと思う。
先づ説明は後にして、結論を先に述べると、幼児は、 どんな文化のもと
におかれても、そこでﾉ1]いられる言語を、習得する能力をもっている。そ
の母国語を習得する過程において、幼児は単に新しい音を、順次覚えてゆ
く丈けでなくて、いま習得している言語には､用いられない音を、覚えた
言語音と区別する術をも、身につけてゆくものである。
又Osgoodは、l1l生より1年の間に幼児が発した音声について、次の様
に述べている。
「Thefirstobservation.ofnote'wasthatfwithinthedataof
thefirsttwomonthsoflifemaybefOundallof･thespeechsolm-
dsthatthe'humanvocalsystemcanprOduCe…。Thisis'inflat
contradictiontothenotionthatthe:iDfantgraduamlyWbecomes
capable''ofmakingvarioussounds.
、出生児が、最初の2ケ月間に発した音声の記録には、人間の発声器官で
出せる限りの言語音が、すべて含まれていたことである。これは、幼児に
(176)
は、砿々の音7IfをIIIす事が、だんだんにlll来る様になると云う考えと、対
立する。」
以上の観察からも幼児は、言語の而で、柔軟性に富む事が分るが、 しか
し幼児は、身につけた母岡語の肖声を、両親等の受け答えに力を得て、一
層確実なものとしてゆくが、反面、次第にこれらの音声しか発しない様に
なり、その柔軟性は失われる。そして言語がわかってくるにつれて、一定
の要素を、定まった仕方で配列する事を覚える。まもなく、この操作は、
彼にとって、無意識的なものとなり、言語活動をするにも、彼の思考は、
専ら彼が配列する要莱の内容に染ると云える。
Osgoodは、人IMIの学習活動において、顛似性(Similarity)のもつ磯
能を解明しようとして居るが、彼は「職能的同一性(Rmctionalident-
ity)と云う語を川い、次の様に述べて居る。「磯能的に|可一な反応とは
どの様な分析段階に於ても、実験者が、同じと認定し記録する反応の事を
云う。」又彼は研究に、刺激とその与え方に認められる類似性、反応とし
ての行動に認められる類似性が、帳移に及ぼす影響を扱った実験に関する
ものがあり、それは3つの異なったタイプに大別されている。そして、そ
の後に、次の様な経験律が述べられている。
○Stimulusvariation
Empiricallaw:whenstimuliarefunctionallyidenticalandre-
sponsesarevaried,negativetransferandretroactiveinterference
areobtained,themagnitudeofbothincreasingasthesimilarity
amongthestimulusmembersincreas s.@
（刺激の変差
経験律：異なった刺激によって、機能的に同一な反応が求められる時、
「正」の転移と糊向効果が神られる。その量は、いずれも、 与.えられる刺
⑥
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激の間に、類似性が大きれば大きい程増大する。）
○Response|variation.
Empiricallaw:whenstimuliarefunctionallyidentical3and;re=
sponsesarevaried,negativetransmrandretroactiveinterfere=
nceareobtained.,themagnitudeofbothincreasirlgasthesimi-
larityamongthestimulusmembersincreases.
（反応の変差
経験律:擬能的に同一な刺激によって、異なった反応が求められる時、
「負の転移と糊向抑制が得られる。その最は、いずれも、反応間の類似性
⑦
が大きい程縮少する。）
○Stimuliandresponsessimultaneouslyvaried.
Empricall w:whenbothstimulusandresponsemembersare
simultaneouslyvaried,negativetransierandretroactiveinterfe-
renceareobtained,themagnitudeofbothincreasingasthest=
imulussimilarityincreases.
（刺激と反応との同時変差
経験律：異なった刺激で、異なった反応が求められるとき、 「負」の転
移と糊向抑制が得られる。その量は、いずれも、刺激間の類似性が大きい
程増大する。）更に彼は、次の様に述べている。
○whenthestimuliinsuccessivetasksarecompletelyunrelat-
ed,itmakesnodifferencghowtheresponsesarerelated,theef
fectiszero．（次々に与えられる作業への刺激が､相互に何の類似性もな
いものであるとき、反応としての作業の間に、どんなつながりがあろうと
問題にならない。転移の影禅は、ゼロである｡)又続いて、
○Wherethestimuliareidentical,facilitationandinterference
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becomeafunctionofthesimilarityoftheresponse.Maximalf-
acilitationisshowntooccurwhenbothstimuliandresponses
areidentical.
（刺激が同一のとき、 「正」の効果が生じるか否かは、反応の類似性如何
にかかってくる｡刺激も反応も同一のとき､最大の｢正｣の効果が生じる｡）
次に言語学者のEverettKleinjansは、Osgoodの3経験律を検討し、
次の様に、述べている。先に訳文を述べると、 （◎刺激の変差を扱った
第1律は、聴取の問題を扱うのに、部分的に利用出来る。即ち、 日本人の
学生が英語に、耳を傾けるとき、英語の言語形式を、耳に刻みつける、こ
れが刺激である。この形式は、多少の誤差の範囲内で、類似の日本語の形
式と同一だと認められるであろう。この時、この日本語の形式は、それに
見合う意味という反応をひき出す刺激ということになる。この関係を、記
号化すれば、次の様になる。
Se.…･sj……Rm
ここにSeとは英語の形式、sjは日本語の形式、Rmは反応としての葱味
である。
◎反応の変差を扱った第2律に、少し修正を施せば、発表の問題の取り
扱いに利用出来る。日本人学生が、与えられた意味を発表しようとする時
この努力が刺激となる。その反応は、形式の発表である。この際、般初の
反応は、 日本語の形式であり、これを手懸りとして、英語の形式を与えよ
うと、努力するものと思われる。この過程を記号化すれば、次の様にな
る。
Sm……Rj……Re
ここにSmとは、刺激となる意味、Rjは反応たる日本語の形式、Reは、
英語の形式として発表される反応である。
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結局次の様に、言いかえる事が出来る、異なった刺激によって、機能的
に同一な反応が求められるとき、干渉が生じる、その獄は、刺激間の差異
が、大きければ大きい程増大する。又織能的に同一な刺激によって、異な
った反応が、求められるとき、 「負」の転移（干渉）が生じる、その量は
反応間の類似性が増すほど縮少する。次に、 日・英両語を、形式(F)"
味(M)分布(D)の3素因別に、順を追って記述し、比較した場合、次
の様な記号が得られる。
F
聴取の場合Se……M……sj……Rm
D
F
Sm……Rj……M……Re
D
発表の場合
次に名詞を主要部とする英語の、修飾櫛造の定型を習得する際、 日本人
学生の行き当る干渉の大きさは、 日・英両語間に存する差異の総和に比例
する。即ち「差異の総和」は、次の猪要素を変数とする函数である:形式意
味分布補足説明は、次の4つのレベルに分類される。
A レベル(3-0)一F．M、Dが、いずれも機能的に噸似している
場合。
B レベル（2－1）－2素因が類似し、1素因が相違する場合。
C レベル（1－2）－1素因が類似し、2素因が相違する場合。
D レベル（0－3）一全素因に顛似性のない場合。
ある櫛成形を習得させるのに、袖足説明が必要なとき、その櫛成形は、
補足説明の不要な場合より、一段と大きな干渉の生じるレベルに、組み入
れられる。干渉の大きさは、 日本人学生が、 日本語の意味を、刺激として
与えられ、英語の修飾櫛造の定型を発表するとき、又後者を与えられて、
日本語で、これに準ずる意味を述べて、それを識別する時、いくつ間連っ
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ノ
た答を出すかによって、測定出来る。そしてAレベルに属する表現に於て
日本人学生のおかす誤りの平均数は、Bレベルの誤りの平均数より、少な
いだろうという事。
又Bレベルの誤りの平均数は、Cレベルより、又CレベルはDレベルよ
り少ないであろうということである｡AレベルとDレベルとの間には、当
然、顕著な差異が存在するであろう。しかし、BレベルとCレベルとの間
には、ごく他かな差異しか認められないであろう。）次に上文の原文をし
るすと、③
AfterstudyingthethreeempiricallawsthatOsgoodgivesa-
ndtheli刀guisticphenomenaasthelinguistsseethem,wesee
thatthefirsttwolawsfitinbest iththelinguisticdata・The
firstlaw,whichdealswithstimulusvariation,canbe sedpa-
rtiallytofitinw ththeproblemofreception.Wesay@@partia-
11y''becausethefitisnotexact.
Asweseeit,theJapanesestudent,whenlisteningtoEnglish,
willheartheEnglishform・Thisisthestimulus・Thisformwillbe
identifiedmoreorlesscorrectlywithasimilarJapaneseform.
ThisJapaneseformwillthenbethestimulusforacertainmea-
ningwhichwinbetheresponse.
Wecansymbolizethisasfollows:
Se……sj……Rm
whereSeistheEnglishform,SjtheJapaneseforma刀dRm
themeaningresponse.Thesecondlaw,whichdealswithresp-
onsevariation,canbeusedtofitint theproblemofproduct-
ion・Herethefitismoreexact.TheattemptofaJapanesest-
(I8I)
I
udenttoproduceagivenmeaningisthestimulus.Hisresponse
willbe;theproductionofagivenform.Weassumethathis fi-
rstresponsewillbetheJapaneseformthroughwhichhewilla-
ttempttoproducetheEnglishform・Wecansymbolizethisas
fonows:
Sm……Rj……Re
whereSmisthemeaningstimujus,RjtheJapaneseresponse
andRethe:responseinEnglish.Whenstimuliarevariedandt-
heresponsesareflmctionailyidentical,interferenceoc urs,the
magnitudeofwhichincreasesasthedifferencebetweenthest-
imUliincreases.
Whenstimuliarefunctionallyidenticalandtheresponsesare-
varied,negativetransfer(intarference)occurs,themagnitude
decreasingasthesimiliaritybetweenresponsesincreases.
Sinceinourdescriptive-comperativestudywearedescribing
andcomparingthelanguagesaccordingtoform(F),meaning
(M),anddistribution(D),Wewillusethesetbreefactors
tomeasuretheamountofdifferencebetwegnthestimllliand
responses.
Wecansymbolizethisasfollows:
F
Se……M……sj……Rmforreception,and
D
F
Sm……Rj……M……Reforproduction,
，
TheHypothesis.TheamountofinterferencethataJapanese
(182)
studentlearningEnglisbnoun-headmodificationpatternswille-
ncounterisafunctionoftheamountofdifferencebetweenthe
twolanguages，Theamountofdifferencebetweenthetwolan
guages;JapaneseandEnglishisafunctionofthefollowingfa-
ctors:form,meaning,anddistIibution,plusnecessaryaddedin-
structions・TheconstructionswiUbedividedintofourlevelsas
follows:
LevelA(3－O)WhereF.M,andDareallfunctionallysi-
milar,
LevelB(2－1)Wheretwofactorsaresimilarandonedif-
ferent6
LevelC(1-2)whereonefactorissimilarandtwodiffer-
entp
LevelD(0-3)whereallfactorsaredifferent.
Ifaddedinstructionsareneeded,theseinstructionswilltend
toplacetheconstructioninalevelofgreateri terference.
Theamountofi erferencewillbemeasuredbythenumber
ofmistakesthatJapanesestudentsmakeinattemptingtopro－
ducetheEnglishmodificationpatternsbyindicatinganequiv-
alentmeaninginJapanese・We renotpredictinginthishy－
pothesistheexactshapethattheresultingcurvewilltake.
(183)
Whatwearesayingisthatthemeanofthenumberofmist-
akesthatJapanesestudentswillmakeformemberSofLevelA
willbelessthanthemeanofLevelB,thatLevelBwillbe le-
ssLevelC, andLevelClessthanLevelD・Weexpectavery
significantdifferencebetweenLevelsAandD・Lev lsBand
Cmaybeveryclosetogether,sincetheinstrumentsusedfor
determiningandtestingthedifferencesarenotsufficientlyexa-
Ct.
次にEdwardSapirは次の様に述べている。
「外国語の新しい音を学ぶ時に、非常にむづかしさを感ずるが、これは
発声器官を自主的に動かす能力に於て、当人には自覚されていない厳しい
カセが、はめられていることを証明するものである…。」と言っている。
原文を引用すると⑨
qCOurrigidityinarticulationisthepricewehavehadtopay
foreasymasteryofahighlynecessarysymbolism.Onecannot
bebothsplendidlyfreeintherandomchoiceofmovementsand
selectivewithdeadlycertainty・'’
以上外国語を学ふ場合生ずる現象の転移について、言語学的、心理学的
立場より、その概略を、諸家の説を引用しつつ、考察した次第である。
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④Cmrles,E,O"cm､,､Meth"andTheoryinExperimentalPWcliolO--
",P、 520
③O昭函の前掲譜P.525より。
⑥原学習の後で、これと類似の学習とすると、原学習の再生が良くなる現象
を云う。
⑦原学習の後で、これと類似の学習をすると、原学習の再生が悪くなる現象
を云う。
③EvcrettKleinjans,Ades"iptive-comparativestudypredicting
interf"enceforJapaneseinlearningEnglish
noun=headedmodifi"timpatems,
⑨EdwardSapir,Language,P.46
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